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く
っ
き
り
と
鈴
鹿
連
山
雪
姿

加
藤
美
江
子

年
賀
状
だ
け
の
え
に
し
も
五
十
年

梅
原
幸
吉

午
後
た
る
性
こ
そ
良
け
れ
年
女菊

田
真
佐

神
鈴
の
よ
く
響
き
た
る
初
詣

堀
田
綾
子

お
み
く
じ
の
花
の
咲
き
た
る
初
詣

谷
良
純
子

明
け
の
星
埋
め
く
年
の
新
た
な
り

木
村
晴
雄

伊
勢
の
海
昇
る
陽
光
天
照
す

伊
藤
正
義

出
初
式
水
の
オ
ー
ロ
ラ
空
に
掛
く

(
主
宰
)
石
井
い
さ
お

百
歳
を
迎
え
た
ご
婦
人
か
ら
、
「
賀
寿

の
祝
い
に
親
し
い
人
へ
色
紙
を
差
し
上
げ

た
い
が
揮
事
の
作
法
を
教
え
て
ほ
し
い

」

と
の
質
問
を
'
つ
け
た
。

後
期
高
齢
者
の
私
の
回
り
に
年
寄
り
は

多
い
が
こ
の
質
問
へ
教
示
で
き
る
顔
は
見

当
ら
な
い
。
思
案
の
あ
げ
く
て
ん
刻
を
し

て
い
る
知
人
を
介
し
先

生
に
聞
い
て
も
ら

い
、
こ
と
な
き
を
得
た
。

昨
今
、
詩
歌
を
噌
む
人
も
揮
一
暑
を
し
な

く
な
っ
た
。

揮
一
宅
は
日
本
の
文
化
だ
と
私
は
思
う
。

一
昨
年
、
名
古
屋
市
文
芸
祭
の
折
、

「
受
賞
の
記
念
に
審
査
員
の
色
紙
を
賞
状

と
渡
し
た
い
」
と
揮
事
を
提
案
し
た
と
こ

ろ
全
員
か
ら
拒
否
を
さ
れ
た
こ
と
を
耳
に

し
た
。

岩
手
県
北
上
市
に
あ
る
日
本
現
代
詩
歌

文
学
館
(
歌
人
篠
弘
館
長
)
で
は
全
国
の

詩
人
、
歌
人
、
俳
人
、
柳
人
へ
揮
官
宅
を
依

頼
、
一
年
間
常
設
展
示
を
さ
れ
作
品
は
展

示
後
永
久
保
存
さ
れ
る
。

本
年
は
十
一
回
、
「
食
卓
と
詩
歌

」
が

テ
l

マ
、
縁
あ
っ
て
参
加
し
、

(
食
べ
る
こ
と
だ
け
が
得
意
な
割
ぽ
う
着
)

を
文
学
館
へ
送
付
し
た
次
第
。

毎
年
全
国
か
ら
数
十
名
、
平
成
十
三
年

に
は
百
二
十
名
の
記
録
が
あ
る
。

長
生
き
は
す
る
も
の
だ
と
思
う
。

士
山

寺
本

傷
心
を
癒
す
河
面
の
水
の
彩

本
棚
を
拡
げ
余
命
を
い
と
お
し
み瀬

古

年
金
が
俺
の
財
布
に
長
居
せ
ず

図
に
の
っ
て
甘
え
た
膝
を
外
さ
れ
る

梶
泰
栄

控
え
目
に
胸
を
張
っ
て
る

F

カ
ッ
プ

福
耳
を
泣
か
し
続
け
る
イ
ヤ
リ
ン
グ

川
瀬
秋
虞

う
ち
の
猫
わ
が
家
の
家
計
熟
知
す
る

俺
よ
り
も
品
格
の
あ
る
犬
散
歩

水
谷

減
反
で
鍬
も
錆
び
つ
く
す
き
ま
風

血
税
を
無
駄
に
流
し
た
イ
ン
ド
洋

自日

真
田
五
市

木
枯
し
も
後
期
の
文
字
に
強
く
吹
く

健
康
法
バ
ナ
ナ
屋
だ
け
が
元
気
者森

繁
生

奈
落
ま
で
落
ち
て
気
が
つ
く
旨
い
水

ま
た
崩
す
積
木
に
明
日
は
き
っ
と
あ
る

清
水
健
吾

先
進
の
機
器
に
無
縁
と
な
っ
て
生
き

人
生
を
解
約
し
た
い
時
も
あ
り

木
原

紅
さ
せ
ば
女
盛
り
が
ま
だ
残
り

和
解
す
る
男
同
志
に
酒
が
い
り

一現
代
詩

一

一
枚
の
写
真

現
代
詩
や
ま
ぶ
き

安
田
治

博

プ
ロ
級
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
写
真
を
見
て

や
さ
し
く
お
じ
い
さ
ん
に
た
ず
ね
た

「
こ
れ
は
す
ご
い
で
す
な

L

と
、
ひ
ど
く
感
動
し
た
あ
と
に

「
何
で
撮
ら
れ
ま
し
た
か
?
」

す
か
さ
ず
、
お
じ
い
さ
ん
は

大
き
な
声
で
得
意
気
に
元
気
良
く

「
カ
メ
ラ
で
す
。
」

「
・
・
・
・
・
・
・
」

し
ば
し
沈
黙
の
あ
と

「
ど
ん
な
レ
ン
ズ
で
?
」

た
め
ら
う
事
も
な
く
お
じ
い
さ
ん
は

「
丸
い
や
つ
ま
あ
る
い
や
つ
で
す
よ
」

ま
た
も
や

真

広
志

「
・
・
・
・
・
・
・
」

プ
ロ
級
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
頭
痛
を
覚
え

「ど
ん
な
?
」

気
持
ち
を
抑
え
成
る
べ
く
冷
静
に
聞
く

と

「
ち
ょ
っ
と
重
い
や
つ
で
す
よ
」

か
な
り
自
信
を
持
っ
て
答
え
た

プ
ロ
級
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は

話
を
立
て
直
し
た
か
っ
た

そ
し
て
原
点
に
も
ど
っ
て

「
ど
ん
な
カ
メ
ラ
で
す
か
?
」

言
葉
は
か
な
り
丁
寧
で
優
し
か
っ
た

「
黒
い
四
角
い
や
つ
で
す
よ
」

お
じ
い
さ
ん
は
自
信
に
満
ち
て
い
た

プ
ロ
級
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は

常
に
形
容
詞
で
返
っ
て
く
る
回
答
が

苛
た
し
か
っ
た

そ
し
て
平
静
に
も
ど
り
た
か
っ
た

も
う
こ
れ
で
最
後
に
し
た
か
っ
た

そ
し
て
ゆ
っ
く
り
と

「
何
処
で
買
い
ま
し
た
か
?
」

祈
り
に
近
い
も
の
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た

お
じ
い
さ
ん
も
何
か
を

感
じ
た
の
か
ゆ
っ
く
り
と

「
カ
・
メ
・
ラ
・
屋
・
さ
ん
で

」

「
・
・
・
・
・
・

・
」

お
じ
い
さ
ん
は
い
つ
も
正
し
か
っ
た

プ
ロ
級
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の

春
の
日
差
し
が

今
日
は
と

て
も
憎
か
っ
た

二
人
を
見
て
い
た
の
か

カ
ラ
ス
が
二
羽

頭
の
上
を
飛
ん
で
い
っ
た
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r 桑
桑名
会主旨 崎町

芸守
百え

芸と
~è 己

霊再
翌発
?見

社
会
文
化
部
門

大
河
内
浩(個

人
会
員
)

旧
桑
名
市
街
東
部
の
九
華
公
園
内
に

ら
く
お
う

あ
る
鎮
園
守
園
神
社
の
境
内
に
「
楽
翁

公
百
年
祭
記
念
宝
物
館
」
が
あ
り
ま
す
。

楽
翁
と
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
老
中
と

し
て
寛
政
の
改
革
を
主
導
し
、
後
に
文

政
六
年
(
一
八
二
三
)
桑
名
移
封
と
な
っ

た
松
平
定
信
の
こ
と
で
す
。
文
政
十
二

年
五
月
十
三
日
に
亡
く
な
っ
た
後
、
{
寸

園
大
明
神
の
神
号
を
贈
ら
れ
、
先
祖
松

平
定
綱
(
鎮
園
大
明
神
)
と
と
も
に
鎮

圏
守
園
神
社
と
し
て
肥
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
年
(
一
九
二
八
)
定
信
没
後

百
年
祭
に
あ
た
り
、
旧
桑
名
城
の
本
丸

二
之
丸
一
帯
が
九
華
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
、
そ
の
記
念
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ

た
こ
の
宝
物
館
は
昭

和
九
年
五
月
に
完
成

し
ま
し
た
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
リ
二

階
建
て
で
、
一
階
を

石
積
風
と
し
、
二
階

に
は
柱
、
や
長
押
型
を

表
現
す
る
な
ど
和
風

の
意
匠
が
加
え
ら
れ
、
中
に
は
楽
翁
や

松
平
家
ゆ
か
リ
の
楽
器
・
装
束
・
模
型

類
や
、
古
地
図
・
古
文
書
と
い
っ
た
郷

土
資
料
な
ど
二
干
数
百
点
が
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

し
ゅ
う
こ
じ
っ
し
ゅ
は
ん

国
指
定
重
要
文
化
財
「
集
古
十
種
版

ぎ木
」
や
県
指
定
文
化
財
「
松
平
定
信
像
」

も
あ
リ
、
昨
年
三
月
に
は
西
船
馬
町
の

蔵
前
祭
車
庫
と
と
も
に
登
録
有
形
文
化

財
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
五

月
二
j

三
日
の
同
神
社
祭
礼
に
開
館
さ

れ
ま
す
の
で
、
金
魚
祭
・
つ
つ
じ
祭
に

合
わ
せ
て
の
見
学
は
い
か
が
で
す
か
。楽翁公記念宝物館

ご
賛
助
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

特
別
会
員
様

光
精
工
株
式
会
社
様

日
頃
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
却
年
度
新
入
会
員

l

i
l
i
-
-

J

引
刷
引
2

月
)

O
加
藤
由
貴
子

個
人
会
員
(
彫
型
画
)

O
前
田
直
樹

個
人
会
員
(
彫
刻
)

O
太
田
セ
ツ

個
人
会
員
(
洋
画
)

O
山
口

典
久

個
人
会
員
(
フ
ル
ー
ト
)

O
イ

・
フ
ィ
オ
1

リ
(
コ
ー
ラ
ス
)

代
表
宮
田
恵
子

O
桑
名
オ
ペ
ラ
協
会
(
オ
ペ
ラ
)

代
表
東
川
史
治

会
場 第

η
回
総
会
ぬ
ご
案
肉
ぺ

日
時
平
成
引
年

5

月
叩
日
(
日
)
と

午
前
叩
時
か
ら

(
受
付
午
前9
時
泊
分
か
ら

桑
名
市
大
山
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

大
各
部
門
か
ら
代
議
員
の
選
出

だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

連
絡
し
ま
す
。
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深
く

一
事
務
局
移
転
a
a
知
勾
せ
一

桑
名
市
文
化
協
会
事
務
局
(
教
育
委
員
会
一

一
文
化
課
内
)
は
、
事
務
所
を
移
転
し
ま
し
た
。
一

一
移
転
先
・
・
市
役
所
本
庁
舎
2

階
(
エ
ス
カ
レ
I

一

一
タ
l

上
が
っ
て
す
ぐ
左
側
)

一
住
所
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
は
今
ま
で
一

一
と
同
じ
で
す
。

G
G
@
@
 

昨
年
の
激
変
か
ら
、
今
年
も
景
気
の
回

復
が
不
透
明
の
よ
う
で
す
。
厳
し
い
経
済

状
況
の
中
で
「
桑
名
市
民
芸
術
文
化
祭
」

「
新
春
六
華
苑
祭
」
(
一
月
十
七
日
、
十
八

日
)
が
盛
大
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
ご
活
躍
、
熱
演
に
よ
り
桑
名
市

民
の
皆
様
方
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
沈
滞
し
た
世
相
を
「
芸
術
」

「
文
化
」
に
よ
っ
て
打
開
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

今
後
は
、
桑
名
市
文
化
協
会
の
な
お

一

層
の
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

(
水
谷
真
)
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